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THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS

JAPAN EAST REGION, TOSHIN DISTRICT
THEY’SMEN’SCLUB OF TOKYO-TAMA-SMILE

chartered on 2016.7.17（2023.7.1 東京多摩みなみクラブと東京町田スマイリングクラブ合併）

2024 年
9月号

（第 15号）
今月のことば

「キリストと結ばれている

人は誰でも、新しく創造され

た者なのです。古いものは過

ぎ去り、新しいものが生じ

た。」新約聖書コリントの信徒

への手紙Ⅱ5章 17節 (峰 毅 選)
（当クラブは多摩市社会福祉協議会、町田市社会福祉協議会ボランティアセンターの登録団体です）

今月の強調テーマ： 「EMC」（Extension(新クラブ設立) and Membership Conservation(会員維持増強)）

巻頭言「ほくの家」荒井さんと私
私たちのクラブが支援している地域団

体のひとつ「ほくの家」についてお話

ししたいと思います。

「ほくの家」は、一人親世帯や生活困

窮者を対象とした、いわゆるフードパ

ントリーサービス事業などを地元多摩

市諏訪地域に拠点を置き活動しています。

これを運営していらっしゃるのが代表の荒井永理さ

んです。永理さんのお母さん（故人）聖子さんと私

は永い繋がりがありました。聖子さんはご主人を早

くに亡くされ、都庁職員として働いていらっしゃい

ましたが、定年退職後に鍼灸師の資格を取られ、開

業をされました。地域の障がい者施設でボランティ

アをされていらっしゃったときに、私の勤務してい

た日本聾話学校へも来てくださいました。当時の聾

話学校の職員は夜遅くまでの勤務はザラで、みなさ

ん疲れていました。聖子先生が鍼灸のご奉仕を週一

で来てくださり、みなさん心待ちにしていました。

そのときに、娘さんの永理さんも同行してくださり、

二人で鍼灸をしてくださいました。お母さんの活動

すべてを心と身体で学び拡げてこられた永理さんは、

今や地域にとって大切な存在となってます。

ちなみに「ほくの家」の「ほく」は、当時、飼って

いた愛犬の名前からつけたそうです。（井上富子記）

８

月

例

会

在籍17名
(内広義会員5名)
例会出席 22名

出

席

内

訳

メンバー 13名
メーキャップ 3名
出席率 100％
メネット 0名
ゲスト･ビジター 9名

BF切手 0ｇ
（今年度累計 0ｇ）

ぽんぽこファンド 2,400円
(今年度累計 2,400円)

オークション 0円
(今年度累計 0円)

スマイル 0円
(今年度累計 8,580円)

9月例会プログラム
日時：9月 3日(火) 19:00～20:30
会場：玉川学園コミュニティセンター

（小田急線玉川学園前駅徒歩 2分）

会費：なし（夕食はありません）

＊オンライン（Zoom）でも参加できます

受付:深尾香子 司会：峰 毅

＊開会あいさつ 伊藤幾夫会長

＊ワイズソング

＊今月のことば 峰

＊ゲスト/ビジター紹介 会長

＊会長挨拶

＊今月のスピーチ

「東日本区 チーム・イノベーション答申と私たち」

田中博之さん（東日本区将来構想検討チーム代表）

＊チーム報告（プランター野菜講座、農園、社協など）

＊YMCA ニュース、各種アピール等

＊スマイル

＊今月のハッピーバースデー

＊YMCA の歌

＊閉会ひとこと 会長

(お願い)11／2(土)町田福祉バザーの品物をご持参く

ださい。

2024～2025年度 主題

クラブ会長 伊藤幾夫「みんなが集えるクラブを！」

東新部部長 今井武彦(東京むかで)「ALL 東新部、試練を越えて進もう！」

東日本区理事 山田公平(宇都宮)「ワイズの方向性を見極める」

アジア太平洋地域会長 ジョウン・ウォン（香港）「大きなインパクトを起こそう」

国際会長 A.シャナヴァスカーン（インド）「より良い世界のために、共に」

《クラブ役員》会長 伊藤幾夫 副会長 為我井輝忠 直前会長 深尾香子、為我井輝忠

書記 田中博之 副書記 尾張日出夫 会計 綿引康司 副会計 城田教寛

担当主事 小野 実

9月の Happy Birthday
今月は該当される方がいらっしゃいません。
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8 月納涼例会報告
8 月 6 日(火)18:30～21:00、東京多摩スマイルクラブ
は 8 月恒例の「納涼例会」を多摩センター駅近くの
「多摩センター邸」で開催しました。今回も、私た

ちが日頃支援している「慈有塾」と「ほくの家」に
もお声をかけ、多数の方が参加してくださいました。
参加者は会員が 13名、ゲスト 9名の計 22名でした。

賑わいのうちに、開会となりました。今回は、7月
に転入会された峰さんの歓迎会も兼ねました。司会
は急遽、伊藤(江)さんが担当しました。伊藤(幾)の開

会挨拶のあと、今月のことばを綿引さんが朗読し、
ゲスト紹介が会長からありました。司会による乾杯
の発声のあと食事、懇親の時間となりました。

一区切りがついたところで、峰さん(=写真)の挨拶、
転入会の感想が述べ
られました。続いて、

「ほくの家」代表荒
井永理さん(=写真)の
ご挨拶と同伴された

スタッフ福永さんの
ご紹介、「慈有塾」
代表高木実有さん(=写真)からもご挨拶と参加者され

た卒業生と生徒さんのご紹介をいただきました。
佐々木さんが当日、ぽんぽこ農園から収穫してきて
くださった野菜小袋各 200 円を販売、2,400 円の売

り上げがありました。

和気あいあいのうちに約2時間半ほど経過したころ、
当クラブの「プランター野菜講座」の益金の中から、

各 1 万円を「ほくの家」と「慈有塾」に贈呈しまし
た。チーム報告として、「第 8期プランター野菜講
座」を石田さんから、11／2(土)の町田福祉バザーの

品物提供のお願いが伊藤(幾)からありました。
最後に今月のハッピーバースデー（小野さん、福永
さん(ゲスト)）をみんなでお祝いしました。（伊藤幾記）

＜出席者＞石田、伊藤(幾)、伊藤(江)、小野、佐々木、
滝口、為我井、寺沢、深尾、藤田、峰、綿引

＜ゲスト＞峰岸(休会会員)、赤染、江守【ほくの家】
荒井､福永【慈有塾】高木､生徒 3名､卒業生 1名
＜メーキャップ＞尾張、城田、田中

8 月第 2 例会（運営会議）報告
8月 12日（月）、第 2例会（運営会議）が Zoom に

て開催されました。

8月例会報告、会計報告、9月ブリテン構成の他に以

下のことが報告、話し合われました。

 ぽんぽこ農園関連：農園の維持管理費として、

佐々木さんが 26,349円立替え。クラブ会計から支出

 町田福祉バザー：11月 2日(土)開催の町田福祉バ

ザーに出店する。自宅の不要品を持ち寄る。

 部大会出席者を確認：本日出席の 7名は出席。他

の会員には会長が確認する。

 新入会員候補：引き続き赤染さん、江守さんには

入会を勧めていく。

 9月例会：会場は玉川学園コミュニティセンター、

予約は尾張さんが行う。司会は深尾さんに交代。例

会後に第8期プランター野菜講座の準備作業をする。

 9月第 3例会について：9月スピーチ（田中さん）

の発題を受けてのクラブ討議。9／24(火)19時からベ

ルブ永山講座室でリアル開催とする。

 2025年度部大会実行委員の選出については、次回

とする。

 東日本区サポートファンドへのクラブ対応：次回

に再度検討する。

 10月例会日の変更：第 8期プランター野菜講座の

第 2回と重なるため、10／2(水)とする。

 10月例会スピーカーは次回検討する。

 ユースボランティア・リーダーズフォーラムへの

参加協力要請（城田）。

＜出席者＞石田、伊藤(幾)、尾張、城田、為我井、

深尾、綿引 合計 7名 （伊藤幾記）

第３６回 YVLF のご案内
第 36回ユースボランティア・リーダーズフォーラム

（YVLF）は、2024年 9 月 6日(金)から 8 日(日)にか

けて、東京 YMCA山中湖センターで開催されます。

このフォーラムは、ワイズメンズクラブと YMCAが

協力して行うもので、1987年から続いています。今

回のテーマは「私たちにとっての みつかる。つなが

る。よくなっていく。」で、ユースリーダーの育成

に加え、不登校や外国人ルーツの子どもたちの支援、

環境問題などの社会課題に取り組むことを目指して

います。参加者は共通の興味関心を持つ仲間とつな

がり、具体的なムーブメントを起こすきっかけを得

ることが期待されます。

（第 36回 YVLF実行委員長：城田教寛）

「YY 友の会」立ち上げ
東新部「Y友広場」が主催するイベントに参加した

方々が集う「YY友の会」の第 1 回が、8/25(日)19:30
からオンラインで持たれました。12名出席。他部の

参加もありました。毎月最後の日曜日 19:00からオン

ラインで開催します。 （伊藤幾記）
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9 月例会 スピーチ

「東日本区 チーム・イノベーション

答申と私たち」

田中 博之 さん

東日本区 チーム・
イノベーション委員長
東京多摩スマイルクラブ

《内容》
東日本区としての将来像およびその実現のためのア

クションプラン（施策案）を提言する「東日本区 チ
ーム・イノベーション」（委員長：田中）が、本年 6
月に答申を山田理事に提出しました。

答申では、東日本区、区内の部、クラブが 5年後に
こうありたいという姿を「YMCAとの関係」、「ワ
イズメン/ウィメンの姿」、「活動/事業」、「組織」、

「会員増強」、「ユース」の項目別に描き、それら
の実現のための施策集をまとめました。
今回のスピーチでは、答申の内容をご説明し、当ク

ラブがクラブの中長期計画策定、今後行うべきこと
を検討して行くに向けての発題を行います。

《プロフィール》
2000年 東京クラブ入会、2003年 東京クラブ会長、
2007年 東新部部長、2014年 東日本区理事、

2016年 東京多摩みなみクラブ設立に際して移籍、
2018年 国際議員・アジア太平洋地域会長
＜現在＞

国際協会：TOF委員会委員長、マニュアル審査委員
会委員、次期クラブ会長研修所委員
アジア太平洋地域：財務委員会委員長、LTOD地域

事業主任、エリア開発委員会副委員長

「第 3 例会」開催 田中さんの発題を受けて
第 1 回多摩スマイルクラブ第 3 例会を開催します。

これは、全員参加を目指しています。自分たちの視

点・視線で、地域のために、YMCAと共に出来るこ

とは何か？仲間を増やすのに必要なことは何か？

等々…。9月卓話「チームイノベーション（答申）」

を受けて、アイデアを持ち寄り、クラブ独自のプラ

ンを話し合いましょう。記念すべき第 1 回、多数ご

参加下さい！ （深尾記）

男女共同参画料理教室「第 3回 YYクッキング」

日時：9月 25日（水）11：00～15：00
場所：ベルブ永山調理室 参加費：3,000円
メニュー：1. 子牛の煮込みジャガイモ入り

2. アマトリーチェ風スパゲッティー

世話人：東新部Ｙ友広場（下記はWEB版ちらし）
https://www.ysmentohshin.site/flyer_yycooking03.php
申込：9/10(日)までに石田または深尾まで（深尾記）

第 8 期プランター野菜講座の案内、開始
7月 9日(火)に第 7期の講座が無事終了し一息ついて

いたら、年間スケジュールの関係で、第 8期の講座

の準備を開始することになりました。深尾さんと慌

ただしくスケジュールを決め、チラシをリニューア

ルしてリピーター向けに案内メールを出したところ

です。前準備や案内、申し込み管理の合理化を意識

して、少しずつやり方を変えてきました。案内メー

ルからワンタッチで申し込みページに移動し、申し

込み手続きが完結できる仕組みです。田中さんが、

Google フォー

ムの仕組みを使

って設定してく

れました。次の

課題は、参加申

込者宛ての詳細

メールの自動発

信化ですが、ち

ょっとハードル

が上がります。

次回に向け、深

尾さんの経験を

お借りして、更

なるリニューア

ルに取り組みた

いと思っていま

す。第 8回目の

講座は、秋冬野菜をテーマに藤田講師に選定しても

らいました。主催クラブとしてこのチャリティー講

座の意義をしっかり認識しつつ、自クラブからの積

極的な参加を期待しているところです。Zoom画面を

にぎやかに盛り上げ、参加者同士のコミュニケーシ

ョンの場としても、新境地を切り開いて行ければと

思っています。 （石田記）

第 28回東新部部大会に参加しましょう
すでに告知されていますが、東新部部大会が 10月 5
日（土）13:30～16:30 東京 YMCA 東陽町センターで開

催されます。3部構成で、第 1部が開会式、第 2部で

は、今回はこれまでとは違うのが 「エンディングノ

ートを書こう」 という時間が設けられ、己の最後を

みんなで考えてみようという企画が設けられました。

なかなか革新的な企画です。第 3 部では懇親会があ

ります。クラブ単位で申し込みますので、参加ご希

望の方は伊藤会長までお申し込みください。

参加費：リアル参加の場合 2,500円
オンライン参加の場合 1,500円

現時点での出席は、石田、伊藤幾、伊藤江、小野＊、

尾張、城田、田中、為我井、深尾、峰、綿引です。
＋印はオンライン参加 （部大会実行委員：為我井）

https://www.ysmentohshin.site/flyer_yycooking03.php
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ぽんぽこ農園便り
連日の猛暑の中、時間が確保できたので久しぶりに

農園の様子を見てきました。日差しのきつい時間帯

を避け、夕方に行きました。周りの畑と見比べると

いつも感じることですが、佐々木さんが、丹念に農

園を管理してくれていることに心から感謝の気持ち

がこみ上げてきます。佐々木さんは、暑さを避けな

がら 2、3 日おきにぽんぽこ農園に顔を出してくれて

います。農園に入る車道は、雑草が生い茂り、車一

台がギリギリ通過できるほどでした。きれいに整備

された農園のナス、ピーマ

ン、里芋、サツマイモたち

は、すくすくと育ち、実を

つけていました。ナスは、

色つやも良く、立派に成長

していました。里芋、サツ

マイモは、秋の収穫が楽し

みです。町田の福祉バザーや多摩市のフェスタに出

品できると思いました。空きスペースは、玉ねぎの

植え付けの準備に入っている様でした。連作の障害

など難しい課題はありますが、限られたスペースの

使いまわしになるので致し方ない状況です。採れた

ての夏野菜は、佐々木さんが「ほくの家」や「慈有

塾」に届けてくれています。特に、「ほくの家」は、

待っている人がいるので、お届けすると感謝されま

す。地味な活動ですが、こんな慈善活動も我がクラ

ブを特徴づけるものとして絶やすことなく今も続け

ています。もう少し涼しくなったら、慈有塾の学生

さんたちにぽんぽこ農園を案内し、収穫などの作業

を一緒にできるといいなと考えています。（石田記）

チェンマイ国際大会参加報告
8月 8 日（木）～11日（日）にタイ・チェンマイで
開催された第 74 回ワイズメンズクラブ国際協会
（YMI）第 74回国際大会に参加してきました。

国際大会は、2 年に 1 度開催されますが、2018 年に
韓国・麗水（ヨス）大会以来、コロナ禍で 2回連続
に中止となっていて、6年振りの開催でした。

31か国から 502名の参加があり、日本からは東日本
区 28名、西日本区 27名の合計 57名で、韓国に次ぐ
参加者数でした。

今大会は、「YMIフェスティバル」をキャッチフレ

ーズとして、参加者全員によるゲーム大会、各国の
歌、ダンスの披露、民族衣装のファッシショー等、
お祭り気分の楽しい大会でした。

最終日には、日本からの参加者全員が壇上に上がり、

2025年 8月 1日～3日に熊本にて開催される第 31回
アジア太平洋地域大会のアピールを行いました。

私は、大会に先だって 3 日間に亘って開催された次
期クラブ会長研修会の講師、大会での分科会での
TOFのセッションのコーディネ－ター、同時通訳チ

ームメンバーを務めました。 （田中）

YMCAニュース 担当主事 小野 実

YMCA運動へのご理解、ご協力に感謝いたします。

1. 8月 7～11日、「第 15回キッズワールドカップ in
韓国」がソウル YMCAダラグォンキャンプ場で開催

され、東京 YMCA から 11名の小学生が参加しまし

た。

2. 全国の YMCAが協力し、能登半島地震の子どもた

ちを対象とした 2 つの「リフレッシュキャンプ」が

国立立山青少年自然の家を会場に実施されました。

3. 東京 YMCA野尻キャンプが所有する、約 100年の

歴史を有する貴重なヨット「オメガ」の修繕募金を

開始しました。船底防水加工作業の費用として、100
万円を目標に 9月末まで募金を受け付けます。

4. 8月 1日～9日、東陽町コミュニティーセンターで、

「ヒロシマ・ナガサキ 原子爆弾の記録」パネル展が

開催されました。

5. 今後の主な行事予定

・「関東大震災第 101 周年記念追悼合同早天祈祷

会」9月 2日（在日本大韓基督教会東京教会）

説教：金迅野牧師（在日本韓国 YMCAと共催）

・「日韓 YMCA連絡委員会」 9月 8日～11日
会場：ソウル市内

・「第 38回インターナショナル・チャリティーラン」

9月 28日 （都立木場公園）

・「国際協力一斉街頭募金」 11月 2日
新宿駅周辺

・「第 26回愛恵エッセイ」11月 15日まで作品募集

（愛恵福祉支援財団との共催）

テーマ：豊かな福祉社会を創るために―戦後 80
年になるんだって！？」

6. 深悼 謹んで哀悼の意を表します。

長年にわたり、「バングラデシュ奨学基金チャリ

ティーコンサート」等により東京 YMCAの国際

協力活動や震災復興支援活動にご協力いただいた

フォークシンガーの高石ともや氏が、8月 17日に

逝去されました（享年 82）。

今後の予定 （本誌で掲載していない行事の予定）

9／9(月) 19:00～20:30 第 2例会 Zoom
9／14(土) (仮)大和クリエイティブクラブ設立総会

9／17(火) 19:00～20:30 プランター野菜講座 Zoom
10／1(火)19:00～20:30 プランター野菜講座 Zoom
10／2(水) 19:00～20:30 10月例会 ベルブ永山
（10月例会は日にちを変更しましたのでご注意ください）

編集後記 9月は猛暑から解放されるかしら？(i.i)


